
 

 

 

 

 

 

 

◆テスト前学習会 

学年の教科の先生方に学習内容や学習の仕方に関して質問をしたり、友だちと勉強したり

することができます。参加は自由です。放課後の時間を有意義に使いましょう。 

《日 程》 １１月２６日（木）１５：５０～１６：４５ 

２７日（金）１５：５０～１６：４５ 

《持ち物》自分が必要だと思う勉強道具（教科書・ノート・問題集など） 

 

◆２学期期末テスト テスト範囲 

  

 

テスト範囲 提出物・アドバイスなど 
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火 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

限 

国
語 

〇教科書 

・「さんちき」 P41～52 

・「竹取物語」 P139～147 

・「詩の心―発見の喜び」P24～28 

〇白プリント  2.5.12 

〇便覧P30 月の呼び方 

Ｐ54～61  

〇漢字の反復練習 Ｐ31～35 

※授業で使ったプリントは全て範囲です。 

提出物 

 授業ノート、漢字ノート 

提出物→1２月１日（火）17時まで 

 

・漢字止め、ハネ、はらいなども含めてし

っかり覚えておこう。 

・教科書を何回も読み、ノートを見返し、

理解を深めておこう。 

・竹取物語の暗唱部分を覚えておこう。 

・白プリントをして問題に慣れておこう。 

2

限 

数
学 

〇教科書 

・比例と反比例 P.104～P.138 

・平面図形 P.140～P.146 

〇問題集 P.66～P.88 

〇基礎練習 P.37～41 

〇授業プリント、練習プリント 

〇小テスト 

〇今までの復習（主に計算分野） 

＜提出物＞ 

・授業ノート  

  2学期中間やり直し～4章終わり 

・問題集 P.66～88 

・基礎練ノート  

P.37～41、授業中に解いたところ 

★提出日については、授業担当の先生

の指示にしたがうこと。 

認めあい、つながり、支えあう 

学 年 だ よ り 
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３

限 

技
家
（
３
０
分
） 

【家】教科書 P124～P125 

P15４～P161 

授業プリント 

   マスク・エコバックの作り方 

【技】教科書…P53,54,56,57, 

69,24 

  ノート…木材加工から 

プリント…学習のまとめNo1 

                 

手縫いやミシンについて、また作品の

作成手順について復習しておきましょ

う。 

提出物はありません。 

→左のページは学習した順に記載して

います。ノート、プリントを中心に復

習しておきましょう。特に教科書

P53,54,56,57,69 は学習していな

い部分は範囲外です。 

＊テスト当日ノート提出 

４ 

限 

美
術
（
３
０
分
） 

〇美術プリント⑤、⑥、⑦ 

〇資料集P.４～８、P.94 

〇教科書P.50,51 

<提出物> 

・美術ファイル 

 →終礼後、美術係が回収し、美術室

前のかごの中に提出して下さい。 

12/2 

水 

1

限 

理
科 

教科書P１７８～P２１７ 

補助教科書P○14～P○16 

白いプリント１６～２０ 

配布したプリント類 

その他授業で説明したこと 

教科書をよく読んでおきましょう。 

白いプリントを何回もやり直しましょ

う。 

※定規が必要です。 

ファイル提出は授業で指示します。 

2

限 

社
会 

〇授業プリント 地理No.33～34 

                歴史No.1～12 

〇白地図帳 p.38～39 

〇教科書：地理 p.90～98 

     歴史p.8～9 , 15～37 

提出物：ファイルをテスト前の授業時に 

チェックします。 

☆地理・歴史ともに、授業プリントを何度

も見直し、全体の流れをしっかりと確認

しておきましょう。 

３ 

限 

英
語
（
放
送
あ
り
） 

〇教科書P.60～75 

〇Smile English P.50～73,75 

〇たてよこドリルP.67,68,71～78 

〇授業で使用したプリント 

☆授業で言う練習、聞く練習をしたも

のは聞いて理解ができるように、書く

練習までしたものは正しく書けるよう

にしておこう。 

提出物：  

〇Smile English P.50～73,75 

〇たてよこドリルP.67,68,71～78 

〇授業ノート 

１２/２（水）終礼後、 

英語係が職員室前へ 

内容についての疑問は、早めに教科担当の先生に聞きましょう。 


